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バイオ戦略検討ワーキンググループ（第３回） 主な発言（要旨） 

１ 研究開発 

 ゲノム編集やビッグデータの手段の議論は、どうやってキャッチアップするかしかない。少なくとも５～１０年後の
世界を想定して、日本の強みがあるどの分野に力を注ぐべきかをいま議論すべき。 

 データ駆動なバイオイノベーションを進めた結果、何を目指すのかの議論が必要。「環境の」「資源の」「個人生
活の」持続性の確保に向けて、結果に対し事後対処するのではなく、日々の生活や経済活動の中で予防的
に取り組むことが重要であり、ここにバイオ技術で貢献していく必要。 

 データ駆動型の考え方は、工業でも、農業でも、医療でも、使える共通の技術。根本の技術開発は、人間の
試行錯誤を、多数のデータを取得し、コンピューターが仮説を作り、ロボットが仮説を実行するとい循環的なもの
をつくること。 

 データが大きければよいというのは誤解で、マシンラーニングやディープラーニングはノイズに弱いので、そんなに大き
くなくても非常に精度のいいデータが必要。どういうソリューションをどういうデータによって解決するのが決めて、必
要なデータベースを作ることまで考えるべき。 

 世界の R&D の上位概念は、SDGs の 17 の目標。欧州は SDGs を表に出しつつ、標準化を行い、自国有
利とする戦略。 

２ データベース 

 産業界でも、データやプラットフォームのあり方を議論している。分野共通的なものができれば、自社のデータを
加えてカスタマイズするような動きでなければ、いつまでたっても何もできない。 

 欧州の一般データ保護規制やセキュリティ規制への対応や、ＡＩの相互運用性について国際情勢を踏まえる
ことが必要。 

３ 人材育成 

 異なる知見をもつ人が集まる場という拠点は、人材育成にも効果がある。 

 拠点形成は重要だが、人事は流動的であるべき。拠点が肥大化して、成功するあまり、次のイノベーションのく
びきになるのが、日本の特徴。 

 ゲノム編集やゲノム合成のような共通のプラットフォームから経済価値を生みだすため、農業や工業、医療の機
関が集積したコアの形で開発するためには、かなり人材的にも融合が必要。 

 ＡＩ技術者の人材を育てるには、データセットのある現場がよい。ＯＪＴというと陳腐化して聞こえるが、それが
基本。 

４ バイオベンチャー 

 日本のバイオベンチャーの投資環境はかなり厳しい。特に上場後の資金調達で苦しんでおり、創薬・バイオの特
性にあわせて、上場時のルールなども柔軟に見直しが必要。 

 投資家の職業倫理教育、投資家のスキルアップ。アントレプレナーの方にも金融リテラシーといった知識が必要。 
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５ 農業 

 農業は、食糧問題＞全球型ＤＢ＞圃場＞分子レベルまでの縦できちったつながりのあるデータを、標準化して
集めて、データ解析を行えるようになるべき。 

 ゲノム編集技術は、先進国や中国は重点的に投資。日本企業は投資に躊躇しているが、避けて通れない技
術なので、日本としては推進すべきと考える。そのリスクを背負うコンソーシアムを国研や大学で作れる拠点形成
が必要。 

 ゲノム編集技術を使った食品について、例えば、諸外国が簡単な判断、あるいは簡略化、あるいは組換え体で
ないと判断した時、日本も同じような判断をすぐすると国民の理解がやはり得られないと思われる。既存の安全
性審査の実績があり、代謝系に変化を与えないような従来型の遺伝子組換え体審査の簡略化といった整理
をした上で、ゲノム編集の考え方に進むといった検討が必要。 

６ 工業： 

 技術ができても実際に産業につながるにはハードルがある。スマートセルのプロジェクトでも、小規模な生産技術
の試験をできるような環境整備が必要。 

 石油からバイオへの転換を進めていくうえで、国内の利用可能なバイオマス量を考慮することが極めて重要。国
内バイオマスの開発が不十分な中、欧州のような規制的手法を導入しても、輸入バイオマスが増えるだけで現
実的ではない。優れたバイオ素材が市場で評価される環境作ることが重要。 

７ 健康 

 健康分野の日本の強みは、日本人と日本食。大規模ヒト介入試験を実施して、日本食を食べた日本人の反
応の解析を行った結果をデータベースにまとめ、企業が活用して産業化を図る。 

 三大死因の医薬開発をしても平均寿命は５年くらいしか伸びないので、治療を目的とした医学研究への投資
を、予防や健康に対する科学というものにシフトすべき。 

 機能性表示食品については、消費者が過度な医薬品と同じような期待をして購入する場合を懸念しているの
で、消費者が適切な治療の機会を失って不利益を被らないような観点も盛り込むべき。 

 イノベーションを起こすきっかけがあるのであれば、規制があるからダメという議論でなくて、どうやったらそれを乗り
越えていけるのかという議論をしなくてはいけない。医食同源、健康増進と病気の治療・予防との境目というの
は、非常に微妙なところがある。薬を開発することからすると、食品でいけば、その１０分の１以下のコストで、
すばらしい食品が開発できることもたくさんある。 

８ 研究成果の社会還元 

 ゲノム編集技術だけでなく、研究開発の成果を速やかに社会に還元するのであれば、ステークホルダーとのコミュ
ニケーションを図り、関係性を構築することが大事。 

以上 


